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議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
の
増
加
に
よ
る
医
療
崩
壊
を
未
然
に

回
避
す
る
た
め
、
医
療
機
関
に
お
い
て

は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
な
い
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

医
療
機
関
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発

生
は
、
地
域
医
療
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
、
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
必

要
が
あ
る
。
第
二
波
、
第
三
波
に
備
え
、

入
院
前
や
手
術
前
の
患
者
に
は
、
無
症

状
で
も
、
医
師
が
感
染
を
疑
う
と
き
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
促
す
な
ど
、
検

査
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
。

議
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
は
、
環
境
整
備

な
ど
課
題
は
あ
る
が
、
学
び
の
機
会
の

保
障
に
効
果
的
で
あ
る
。
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

教
育
の
推
進
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
知

識
の
定
着
に
重
点
を
置
い
た
従
来
の
学

び
か
ら
、
課
題
解
決
に
重
点
を
置
い
た

学
び
へ
の
転
換
を
促
進
し
て
い
く
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
、
授
業
の
補
完
だ
け
で
な
く
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
自

ら
学
ぶ
仕
掛
け
と

し
て
、
教
育
に
活

用
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
茨
城

空
港
の
検
疫
体
制

強
化
、
肉
用
牛
の

振
興
方
策
な
ど
も

質
問
）

西野　　一 議員
いばらき自民党

常陸太田市・大子町選出
分割方式

議
員　

感
染
症
へ
の
備
え
や
学
び
の
保

障
の
た
め
、
大
胆
な
財
政
出
動
に
よ
り
、

児
童
生
徒
に
一
人
一
台
端
末
を
整
備
し
、

格
差
の
な
い
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
環
境
を

実
現
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

一
人
一
台
端
末
整
備
を
支
援

し
、
今
年
度
中
に
全
市
町
村
の
小
中
学

校
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
環
境
が
整
う
見

込
み
で
あ
る
。
一
方
、
県
立
高
校
で
は
、

生
徒
の
端
末
整
備
が
国
の
補
助
対
象
外

で
あ
る
た
め
、
個
人
の
端
末
の
活
用
を

基
本
と
し
つ
つ
、
端
末
が
な
い
場
合
に

貸
与
す
る
機
器
の
整
備
を
進
め
る
。

議
員　
「
い
ば
ら
き
プ
レ
ミ
ア
ム
飲
食
・

宿
泊
・
商
品
券
」
を
発
行
し
、
県
内
の

宿
泊
や
県
産
品
の
消
費
拡
大
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
北
関
東
の
周
遊
観
光
を

企
画
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
内
宿
泊
施
設
の
割
引
プ
ラ
ン

に
対
し
、
一
人
一
泊
最
大
五
千
円
を
支

援
す
る
ほ
か
、
栃
木
県
や
群
馬
県
と
協

議
し
な
が
ら
、
広
域
周
遊
企
画
や
ツ

ア
ー
造
成
へ
の
支
援
な
ど
を
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
大
胆
な
財
政
出
動
に
よ
る

地
域
経
済
支
援
、

令
和
元
年
東
日

本
台
風
に
よ
り

被
災
し
た
那
珂

川
水
系
の
堤
防

復
旧
と
水
害
対

策
・
河
川
整
備

な
ど
も
質
問
）

加藤　明良 議員
いばらき自民党
水戸市・城里町選出

分割方式

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
中
小
企
業
へ
の
影
響
は
、
特
に

深
刻
で
あ
る
。
一
層
の
き
め
細
か
な
支

援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

幅
広
い
業
種
で
経
営
状
況
が
悪

化
す
る
な
ど
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
日
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
限
ら

れ
た
財
源
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
中
小
企
業
の
皆
様
の
声
を
つ
ぶ

さ
に
聞
き
な
が
ら
、
必
要
な
支
援
策
を

果
断
に
実
行
す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業

を
全
力
で
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

将
来
に
わ
た
り
農
業
大
県
い
ば

ら
き
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
農
業
経

営
体
の
大
半
を
占
め
る
小
規
模
・
家
族

農
業
へ
の
支
援
強
化
が
必
要
と
考
え
る
。

今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

経
営
規
模
の
大
小
や

家
族
経
営
・
組
織
経
営
と
い
う
経
営
形

態
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
々
の
経
営
体
の

所
得
向
上
に
こ
だ
わ
り
、
生
産
性
や
付

加
価
値
の
向
上
な
ど
に
意
欲
的
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
農
業
者
を
支
援
し
、
本
県

農
業
の
成
長
産

業
化
を
進
め
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
検
査

体
制
の
充
実
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
対
策
な
ど

も
質
問
）

中村　はやと 議員
無　　所　　属
古 河 市 選 出  

一括方式

議
員　

ま
ず
は
、
近
場
の
旅
行
が
観
光

復
活
の
第
一
歩
で
あ
る
。
次
に
、
国
内

客
を
誘
客
し
、
最
後
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
な
ど
、
段
階
的
に
需
要
を
取
り
込
む

戦
略
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

感
染
動
向
に
留
意
し
つ
つ
、
近

隣
観
光
か
ら
県
境
を
越
え
た
国
内
観
光
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
、
段
階
に
応
じ
た
観

光
需
要
喚
起
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
展
開
す
る
。
ま
た
、
持
続
可
能
な
観

光
振
興
に
向
け
て
、
筑
波
山
・
霞
ケ
浦

エ
リ
ア
な
ど
、
競
争
力
の
高
い
魅
力
あ

る
観
光
地
域
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
。

議
員　

県
内
に
在
留
す
る
外
国
人
は
昨

年
六
月
末
で
約
六
万
八
千
人
で
あ
る
。

感
染
の
疑
い
が
あ
っ
た
際
の
対
応
に
つ

い
て
、
ど
う
対
策
し
、
備
え
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

感
染
症
対
応
は
県
民

一
体
と
な
っ
て
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

や
さ
し
い
日
本
語
や
英
語
で
も
幅
広
く

情
報
発
信
を
行
う
。
ま
た
、
各
保
健
所

に
相
談
受
付
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
英
語
版
を

配
置
す
る
な
ど
、
日
本
語
が
不
慣
れ
な

方
の
相
談
や
感
染
が
確
認
さ
れ
た
際
の

対
応
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

議
員　

協
力
し
た
施
設
や
地
域
に
不
利

益
が
生
じ
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
次
の
感
染
拡
大
も
見
据
え
、

軽
症
者
な
ど
が
安
心
快
適
に
療
養
で
き

る
体
制
整
備
が
必
要
だ
が
、
所
見
は
。

知
事　

引
き
続
き
、
施
設
の
感
染
防
止

と
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

風
評
被
害
の
防
止
に
全
力
で
取
り
組
む
。

ま
た
、
看
護
師
の
二
十
四
時
間
常
駐
な

ど
の
健
康
管
理
体
制
や
快
適
な
生
活
環

境
の
確
保
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
学
校
再
開
後
の
対
応
、
ケ

ア
ラ
ー
  ※
を
支
え
る
社
会
づ
く
り
な
ど

も
質
問
）

議
員　

協
和
バ
イ
パ
ス
の
新
規
事
業
化

が
発
表
さ
れ
た
。
国
道
五
十
号
は
筑
西

市
門
井
交
差
点
付
近
が
渋
滞
し
、
支
障

を
来
し
て
い
た
が
、
解
消
さ
れ
れ
ば
地

域
産
業
を
支
え
る
道
路
に
な
る
も
の
と

期
待
す
る
。
整
備
の
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

県
西
地
域
の
発
展
に
は
国

道
五
十
号
の
役
割
が
重
要
と
な
る
。
今

年
秋
に
は
測
量
・
地
質
調
査
に
係
る
地

元
説
明
会
を
開
催
し
、
来
年
度
に
は
道

路
設
計
な
ど
を
実

施
す
る
。
順
次
、

用
地
測
量
・
物
件

調
査
な
ど
に
着
手

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
農
地

の
集
積
・
集
約
化
、

イ
ネ
縞
葉
枯
病
対

策
な
ど
も
質
問
）

鈴木　　将 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出

分割方式

水柿　一俊 議員
いばらき自民党
筑 西 市 選 出  

一括方式

観
光
需
要
の
喚
起
に
よ
る

県
内
の
消
費
拡
大

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

宿
泊
療
養
体
制

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
し
、
在
住
外
国
人
へ
の
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う

長
期
臨
時
休
業
を
経
た
学
校
教
育
の
対
応

茨
城
県
の
観
光
復
活
へ
の

道
筋
と
取
り
組
み

医
療
機
関
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策

中
小
企
業
へ
の
支
援

小
規
模
・
家
族
農
業
へ
の
支
援
強
化

国
道
五
十
号
協
和
バ
イ
パ
ス
の
整
備

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進

ことば ※【ケアラー】…心や体に不調のある人の介護、看病、療育、世話、気づかいなど、ケアの必要な家族や近親者、友人、知人などを無償でケアする人。

オンライン授業の様子

この夏は筑波山麓
から大空の旅へ

大胆な財政出動で児童生徒の
一人一台端末の整備を

小規模・家族農業への支援強化を国道50号筑西市門井交差点付近

６
月
11
日（
木
）

西に
し
の野　
　
　

一
は
じ
め

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

加か
と
う藤　
　

明あ
き
よ
し良

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

鈴す
ず
き木　
　
　

将
ま
さ
し

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

６
月
12
日（
金
）

中な
か
む
ら村　

は
や
と

（
無　
　

所　
　

属
）

水み
ず
が
き柿　
　

一か
ず
と
し俊

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

坂さ
か
も
と本　
　

隆り
ゅ
う
じ司

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

６
月
15
日（
月
）

髙た
か
は
し橋　
　

勝か
つ
の
り則

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

村む
ら
も
と本　
　

修し
ゅ
う
じ司

（
公　
　

明　
　

党
）

村む
ら
か
み上　
　

典の
り
お男

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

一般質問（要旨）

第
２
回
定
例
会
の
主
な
日
程

　

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
は
、
次

の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
６
月
８
日（
月
）

本　
　

会　
　

議

　
　
　
　
（
開
会
、知
事
提
出
議
案
説
明
）

■
６
月
11
日（
木
）

本　
　

会　
　

議

　
　
　

12
日（
金
）（

一
般
質
問
・
質
疑
）

　
　
　

15
日（
月
）

■
６
月
17
日（
水
）

　
　
　

18
日（
木
）

常
任
委
員
会

■
６
月
19
日（
金
）

本　
　

会　
　

議

（
予
算
関
係
議
案
常
任
委
員
長
報
告
等
）

■
６
月
20
日（
土
）

予
算
特
別
委
員
会

■
６
月
22
日（
月
）

■
６
月
23
日（
火
）

本　
　

会　
　

議

（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

魅
力
向
上
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

議場での質問の様子は、こちらから
録画映像でご覧になれます。

}}


